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金
属
供
出
、

見
つ
け
た
と
い
う
。

厚
不
市
か
ら
連
絡
を
受
け
た

川
崎
市
教
委
は
半
鑓
を
市
内
こ

運
び
、
解
読
を
進
め
た
。
光
量

や
陰
影
な
ど
を
変
え
な
が
ら
断

片
的
に
残
る
銘
文
の
デ
ジ
タ
ル

撮
影
を
重
ね
、

「光
朗
山
逼
照

寺
」
と
の
文
｛
子
年
特
定
。
市
教

委
の
服
部
隆
博
文
化
財
課
長
は

「
分
か
っ
た
瞬
間
は
『
や
っ
た
』

と
思
っ
た
」
と
ほ
ほ
え
む
。

半
鐘
は
江
戸
時
代
を
中
心
に

製
作
さ
れ
た
が
、
多
く
が
戦
時

中
に
供
出
さ
れ
た
ほ
か
、
空
襲
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本
堂
に
置
か
れ
た
半
纏
の
横
で
お
桓
を
唱
え
る
坂
本
住
臓

c
半
鑓
に
「
武
州
橘
樹
郡
河
崎
領
」
と
刻
ま
れ
た
銘
文

11
8
日
、
川
崎
市
川
崎
区
の
光
朗
山
遍
照
寺

戸望~
中一

手

島
_
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●
金
属
類
回
収
令
戟
時
中
の
1
9
4
1
年
、
砲
弾
な
ど

¢
の
武
器
の
材
料
と
な
る
鉄
や
銅
と
い
っ
た
金
属
が
不
足
し
た

た
め
、
政
府
が
公
布
し
た
。
家
庭
の
な
ぺ
や
銅
像
の
ほ
か
、
寺
院
の

釣
り
鐘
や
仏
像
な
ど
も
自
発
を
装
い
つ
つ
強
制
的
に
供
出
さ
れ
た
。

川
崎
市
内
で
は
42年
に
供
出
が
実
施
さ
れ
た
記
録
が
残
る
。

乎森
＼ 
っがぐ

し
て
い
た
と
こ
ろ
、
先
代
が
収

集
し
て
い
た
数
個
の
供
出
半
鐘

を
見
つ
け
た
。
厚
木
市
の
地
名

が
刻
ま
れ
た
も
の
が
あ
っ
た
こ

と
か
ら
同
市
の
担
当
者
が
調
査

し
、
川
崎
の
名
が
残
る
半
鐘
を

「
も
う
一

で
焼
け
る
な
ど
し
て
戟
前
の
も

の
は
少
な
い
。
市
教
委
が
1
9

9
0
S
2
 0
0
 
1
年
度
に
市
内

の
寺
社
に
実
施
し
た
調
査
で

は
、
供
出
後
に
返
還
さ
れ
た
1

点
を
含
む
半
鐘
6
点
が
確
認
さ

れ
た
。

7
点
目
と
な
っ
た
今
回

の
半
鑢
は
市
内
最
古
と
い
う
。

こ
の
日
、
壇
家
な
ど
が
参
加

し
、
半
鑓
を
囲
ん
で
法
要
が
行

わ
れ
た
。
神
奈
川
新
聞
社
の
取

材
に
、
坂
本
住
職
は
「
供
出
は

祖
父
の
代
の
話
。
聞
い
た
こ
と

が
な
く

『
そ
ん
な
こ
と
が
あ
っ

一
度
と
」

区

た
の
か
』
と
驚
い
た
」
と
振
り

返
っ
た
。
壇
家
総
代
の
岩
瀬
憲

一
さ
ん
(83)は
「
檀
家
と
し
て
、

供
出
は
悔
し
か
っ
た
ろ
う
と
思

う
。
そ
う
い
う
こ
と
を
二
度
と

し
な
い
で
す
む
平
和
な
世
の
大

切
さ
を
、
半
鑓
は
若
い
人
に
伝

え
続
け
て
く
れ
る
だ
ろ
う
」
と

話
し
た
。

半
鐘
は
来
年
2
月
以
降
、
川

崎
市
役
所
第
3
庁
舎
ロ
ピ
ー

（
川
崎
区
）
や
市
平
和
館
（
中

原
区
）
で
一
般
公
開
を
予
定
し

て
い
る
。



お
問
い
合
わ
せ
は
匹

0
4
4
.
7
4
1
.
4
1
1
1
川
崎
区
編
集
室
へ

戦
後
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川崎区・幸区

寺社巡礼
その3

光明山遍照寺

戦
火
を
逃
れ
た
阿
弥
陀
如
来
立
像

F
 

寒
永
寺
（
束
京
都
台
東
区
）
を

創
建
し
た
天
海
大
個
正
の
弟

子
、
高
海
が
叩
品
と
さ
れ
る
。

そ
の
関
係
か
ら
、
爽
永
寺
の
血

末
で
、
東
海
一
―
-
+
―
-
＿
観
音
霊
場

03
番
に
指
定
さ
れ
て
い
る
。

同
寺
院
23
代
自
の
坂
本
圭
司

住
職
に
よ
る
と
、
第
二
次
世
界

大
戦
の
空
襲
に
遷
い
、
ほ
と
ん

ど
の
建
造
吻
が
焼
失
。
大
戦
前

の
物
で
現
存
す
る
の
は
、
本
堂

光
明
山
逼
照
寺
は
比
叡
山
延
の
ご
本
尊
「
阿
弥
陀
如
来
立
像
」

麿
寺
を
総
本
山
と
す
る
天
台
宗
の
み
だ
と
い
う
。

の
寺
院
で
、
江
戸
時
代
初
期
に

「先
代
の
住
職
が
せ
め
て
ご

閉
。
徳
川
家
康
の
側
近
で
、
本
尊
様
だ
け
は
守
ろ
う
と
、
毛

＂`
い。[[只

11

ー
で
、
焼
失
し
な
か
っ
た
」
と
坂

[
-
本
住
職
。
だ
が
、
阿
弥
陀
如
来

立
像
の
内
部
に
納
め
ら
れ
て
い

た
、
ご
本
尊
の
申
来
を
記
し
た

巻
物
が
水
に
よ
っ
て
園
溢
し
て

ヽ

し
ま
い
、
造
ら
れ
た
詳
細
な
年

代
な
ど
を
特
定
で
き
ず
に
い

る
。
専
門
家
の
調
べ
で
は
室
町

時
代
に
造
ら
れ
た
と
さ
れ
て
い

る。
同
寺
院
は
月
1
回
、
渾
家
や

信
徒
、
そ
の
縁
者
ら
が
参
加
し
、

ど
く
じ
ゅ

お
経
の
読
誦
会
を
行
っ
て
い
る
。

秋
に
は
読
誦
会
メ
ン
バ
ー
で
大

型
バ
ス
を
糞
し
切
り
、

2
泊
3

曰
霧
程
で
比
叡
山
延
暦
寺
を

参
拝
。
初
曰
に
参
拝
法
要
後
、

宿
坊
に
泊
ま
り
、

2
曰
自
以
降

醤
光
す
る
な
ど
慰
労
会
を
闊

い
て
い
る
。
比
叡
山
延
麿
寺
へ

の
参
拝
は
32年
問
欠
か
さ
ず
行

わ
れ
、
這
照
寺
の
一
大
秤
事
と

な
っ
て
い
る
。

こ
の
ほ
か
に
も
、
向
寺
院
で

は
4
月
初
旬
の
土
曜
日
に
「
花

祭
り
」
を
開
催
。
毎
年
、
読
誦

会
メ
ン
バ
ー
や
近
隣
住
民
ら
約

50
人
が
参
加
し
て
い
る
。

●
光
明
山
這
照
寺
（
川
崎
区
中

島
2
の
12
の
10

8
0
4
4
.

2
4
4
.
0
6
6
1
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